
 

ねりまシニアネットワーク 会報／NSN 第 75 号 2018 年 3 月 24 日発行 発行責任者／山本雄一 

 

２０１８年 
4 月号 

第 75号 

ま
た
少
し
先
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の

会
員
に
メ
ー
ル
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
画

像
付
き
の
情
報
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
素
早
く
伝
達
さ

れ
、
オ
ー
プ
ン
行
事
な
ど
へ
の
参
加
者
も
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
早
く
そ
う
い
う
体
制
が
で
き

る
よ
う
、
今
か
ら
少
し
ず
つ
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

新
年
度
に
検
討
実
施
す
る
項
目
は
、
こ
れ
以
外
に

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
の

で
省
略
い
た
し
ま
す
。 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
長 

山
本 

        

（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
長 

山
本
）  

      
 
  

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
目
標
は
、
各
会
の
会
員
各
自
が
な
る
べ

く
多
く
の
外
出
の
機
会
を
得
て
、
健
康
で
楽
し
く
生

き
が
い
の
あ
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。 

オ
ー
プ
ン
行
事
や
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
行
事
は
、
単
独
の
会

で
は
年
間
行
事
に
限
度
が
あ
る
の
を
補
っ
て
、
な
る

べ
く
会
員
の
外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
世
話
役
・

担
当
者
の
負
担
が
大
き
く
な
る
な
ど
の
理
由
で
、
行

事
の
旗
が
な
か
な
か
上
が
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
今
年
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
外
部
の
業
者
な
ど
の
力
を
借

り
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
側
の
世
話
役
の
負
担
を
減
ら
す
シ
ス
テ

ム
で
す
。
当
面
は
、
希
望
者
の
集
ま
り
や
す
い
と
思

わ
れ
る
バ
ス
旅
行
や
、
近
郊
の
史
跡
巡
り
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
。 

又
１
回
限
り
の
行
事
で
な
く
、
適
当
な
指
導
者
が

得
ら
れ
れ
ば
、
恒
常
的
に
開
催
さ
れ
る
「
趣
味
の
会
」

を
、
各
会
横
断
的
に
形
成
す
る
と
い
う
案
も
、「
長

い
目
委
員
会
」
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

前
者
も
後
者
も
相
手
の
あ
る
こ
と
だ
し
、
簡
単
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
お

聞
き
し
て
い
く
心
算
で
す
。 

  
 

 

新
年
度
に
向
け
て 

 

【
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て
】 

３
月
１
日
春
の
嵐
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
午
後
か
ら
は
20
度
を
超
す
春
本
番
の
お
天

気
に
な
り
ま
し
た
。「
ス
プ
リ
ン
グ
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
ピ
ッ
タ
リ
の
グ
ッ
ド
タ
イ

ミ
ン
グ
！ 

演
者
３
人
の
息
の
合
っ
た
演
奏
が

流
れ
、
優
雅
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
曲
紹
介
を
し
て
下
さ
り
、
感
情
の
入

っ
た
演
奏
は
、
耳
と
心
に
ス
ー
ッ
と
入
っ
て
き

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
民
謡
の
ト
ロ
イ
カ
・
赤
い
サ

ラ
フ
ァ
ン
・
と
も
し
び
、
日
本
の
浜
辺
の
歌
・

花.

。
あ
っ
と
い
う
間
に
最
後
の
一
曲
、
ワ
ル
ツ

「
春
の
声
」。
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
鳴

り
や
ま
ず
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
何
と
3
曲
。
温

か
い
ハ
ー
ト
の
3
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
平

昌
冬
季
五
輪
の
よ
う
に
金
メ
ダ
ル

!!
で
す

ね
！ 

そ
だ
ね
～
！ 

桜
満
開
の
気
分
で
帰
宅
し
ま
し
た
。
感
謝
感

激
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

さ
わ
や
か
‘
17 

鈴
木
園
子 

ス
プ
リ
ン
グ
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

３
月
１
日
（
木
）
大
泉
学
園
ゆ
め
り
あ
ホ
ー

ル
に
て
、
第
４
回
Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
演
奏
会(

Ｎ
Ｓ

Ｎ
共
催)

が
１
９
４
名
の
参
加
で
行
な
わ
れ
た
。 

 



【会員のひろば】 

入浜式塩田 

桜貝 

 

《
80
歳
に
な
っ
て
思
う
こ
と
》 

 
東
京
上
野
に
住
ん
で
い
た
私
は
東
京
大

空
襲
に
会
い
、
岡
山
の
西
の
笠
岡
市
に
疎

開
を
し
、
４
年
間
居
ま
し
た
。
城
跡
も
有

り
、
小
学
校
は
代
官
所
の
跡
で
し
た
。 

 

４
年
間
居
た
時
に
、
学
校
の
遠
足
で
尾

道
に
行
き
ま
し
た
。
坂
道
を
登
っ
た
記
憶

が
あ
り
、
山
の
上
が
り
の
景
色
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
海
岸
の
塩
田
も
目
に
残
り
ま

す
。
桜
貝
を
拾
っ
た
海
岸
は
、
今
は
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

小
学
校
６
年
生
の
時
、
東
京
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
一
番
困
っ
た
の
は
、
言
葉
の

な
ま
り
で
し
た
。
み
ん
な
に
笑
わ
れ
な
が

ら
直
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

10
年
前
虹
の
会
に
入
れ
て
頂
き
、
旅
行

に
も
行
き
ま
し
た
。
尾
瀬
に
行
っ
た
時
に

は
、
50
年
前
に
行
っ
た
時
に
比
べ
、
木
道

が
出
来
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。
で
も
景
色
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
虹
の
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
の
分
野

の
先
生
を
お
呼
び
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

 

家
族
は
子
供
４
人
、
孫
７
人
と
幸
せ
な

毎
日
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
虹
の
会
の
み
な
さ
ん
、 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 

虹
の
会 

片
桐
治
代 

 
 

 

               

 

《 

年
齢
っ
て
何
だ 

》 

 

京
都
大
徳
寺
派
の
禅
僧
、
一
休
和
尚
は

「
門
松
は
冥
土
の
旅
の
一
里
塚 

め
で
た

く
も
あ
り 

め
で
た
く
も
な
し
」
と
詠
ん

で
い
ま
す
。
人
生
は
一
日
一
日
、
一
年
一

年
が
終
末
に
向
か
っ
て
の
営
み
と
い
え
ま

す
。
願
わ
く
ば
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
、

し
っ
か
り
し
た
塚
を
造
り
続
け
た
い
も
の

で
す
。 

 

多
能
多
芸
の
文
化
人
、
小
沢
昭
一
氏
が

イ
ン
ド
旅
行
し
た
際
の
面
白
い
話
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
を
柔
軟
に
組
ん
だ
り
、
ほ

ぐ
し
た
り
、
く
ね
ら
せ
た
り
、
見
事
な
芸

を
披
露
し
て
い
る
大
道
芸
人
の
見
か
け
が

可
成
り
の
年
齢
に
見
え
る
の
で
、「
年
齢
は

幾
つ
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
年
齢
っ
て

何
だ
」
と
返
事
が
返
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。 

 

自
分
の
技
を
磨
き
、
観
衆
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
生
甲
斐
の
彼
に
は
、
年
齢
な
ど

全
く
関
心
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自

分
の
生
活
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
年
齢
な
ど
、
全
く
気
に
し
な
い
生
き

方
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
参
っ
た
な
ー
、

と
感
無
量
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

私
も
こ
れ
か
ら
は
「
年
齢
っ
て
何
だ
」

の
流
儀
で
、
一
日
で
も
長
く
人
間
社
会
の 

未
来
を
、
見
続
け
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
脳
）
の
目
を
見
張
る
進

歩
を
取
り
込
ん
だ
新
産
業
革
命
と
、
そ
れ

に
伴
う
社
会
構
造
の
変
化
、
一
方
で
古
き

良
き
文
化
を
新
し
い
形
で
維
持
す
る
新
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
が
、
同
時
に
進
行
す
る
よ
う

な
興
味
深
い
世
の
中
の
変
化
を
、
出
来
る

だ
け
多
く
の
友
人
・
知
人
と
共
に
経
験
し
、

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

二
三
の
会 

栗
原
三
男 

         

流下式塩田 
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【各会の思い出の行事】 
 

《
メ
ロ
ウ
・
メ
イ
ツ
す
ば
る
》 

…
設
立
15
周
年
記
念
行
事
… 

平
成
29
年
4
月
、
設
立
15
周
年
記
念

式
典
を
32
名
参
加
し
て
行
な
っ
た
。
始

め
の
1
分
間
の
黙
祷
に
続
き
、
会
長
は

設
立
時
か
ら
15
年
間
も
の
長
い
期
間
在

籍
の
方
々
へ
の
労
い
と
、
新
会
員
を
長
く

在
籍
し
て
貰
う
為
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
話
し
、

続
い
て
永
年
在
籍
者
が
、
会
の
創
設
時
の

苦
労
話
に
始
ま
り
、
時
お
り
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
な
「
シ
ニ
ア
川
柳
」
を
交
え
、
一

か
月
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
思
い
出

と
、
葬
儀
の
際
の
貴
重
な
話
な
ど
を
話
さ

れ
た
。 

こ
れ
ら
の
ス
ピ
ー
チ
の
途
中
で
各
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
は
美
味
し
そ
う
な
料
理
、
弁

当
や
酒
ビ
ー
ル
な
ど
飲
み
物
が
す
っ
か
り

準
備
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
、「
早
く
飲
み
た

い
！
食
べ
た
い
！
お
腹
が
空
い
た
！
」
の

声
、
会
員
に
よ
る
指
揮
お
よ
び
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
の
も
と
、
春
か
ら
冬
へ
の
四
季
の

童
謡
メ
ド
レ
ー
を
全
員
で
合
唱
。
よ
う
や

く
、
一
部
の
方
々
の
フ
ラ
イ
ン
グ
の
中
、

乾
杯 

 
 

和
や
か
な
雰
囲
気
で
祝
宴
が

始
ま
っ
た
。 

祝
宴
中
は
ベ
テ
ラ
ン
会
員
か
ら
、
ひ
と

言
ず
つ
の
挨
拶
の
言
葉
。
最
後
は
、「
15

周
年
記
念
」
と
名
入
り
特
製
法
被
を
着
用

の
、
真
打
ち
鷲
田
氏
に
よ
る
三
本
締
め
が

行
わ
れ
、
記
念
行
事
を
終
え
た
。 

そ
の
後
、
練
馬
商
店
街
の
あ
る
居
酒
屋

に
て
「
呑
ん
兵
衛
18
名
」
に
よ
る
反
省

会
・
慰
労
会
が
夜
中
ま
で
行
わ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
猪
俣
） 

 

     

      

  
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局 

角
地
德
久 

 
 

４
月
19
日(

木)

か
ら
１
年
半
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る 

“
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究

会 

“｢

仲
間
と
考
え
る
・
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち｣

が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。 

充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
る
た

め
に
必
要
と
な
る
い
く
つ
か
の
備
え
に
つ

い
て
、
そ
の
思
い
や
体
験
を
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の

同
期
会
の
枠
を
超
え
て
語
り
合
う
中
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
に
相
応
し
い
生
き
方
を
見
つ

け
出
し
、
自
分
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
集
い
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の

“
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会
”
で
す
。 

第
１
回
の
テ
―
マ
は｢

長
寿
時
代
の
健

康｣

、
続
い
て
、｢

住
ま
い
と
片
付
け｣

、｢

認

知
症
と
の
お
付
き
合
い
と
理
解｣

、｢

在
宅

で
生
き
る 

― 

医
療
と
介
護｣

、｢

在
宅
の

限
界｣
、
そ
し
て｢

私
の
《
老
・
病
・
死
》｣

と
い
う
テ
―
マ
を
順
次
取
り
上
げ
る
予
定

で
す
。 

 

 

今
回
の
研
究
会
の
最
大
の
特
色
は
、
そ 

の
運
営
方
法
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
第
１ 

回
研
究
会
の｢

長
寿
時
代
の
健
康｣

で
は
、

初
め
に
５
名
の
仲
間
が
健
康
管
理
に
つ
い

て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
実
践
を
約
10

分

ず
つ
語
り
合
い
ま
す
。
10

分
の
休
憩
を
は

さ
ん
で
、
次
に
参
加
者
全
員
が
４
～
５
の

グ
ル
―
プ
に
分
か
れ
、
50

分
程
度
そ
れ
ぞ

れ
の
体
験
や
実
践
、
あ
る
い
は
思
い
と
い

っ
た
も
の
を
語
り
合
い
、
参
加
者
が
全
員

グ
ル
―
プ
ト
ー
ク
ク
に
加
わ
る
な
か
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
健
康
管
理
の
デ
ザ
イ

ン
を
試
み
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

今
回
の
研
究
会
で
は
、
ご
自
分
の
体
験

や
実
践
、
思
い
と
い
っ
た
も
の
を
語
っ
て

く
れ
る
協
力
者
を
得
る
こ
と
が
成
功
の
カ

ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
準
備
期

間
を
充
分
に
と
る
た
め
、
研
究
会
は
３
か

月
に
１
度
の
割
合
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会
】
発
足 

 



 

 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

 

 

オープン参加行事のご案内 
 

【
N

S

N
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ
】 

▼
Ｈ
30
年
1
月
28
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

▼
Ｈ
30
年
2
月
24
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

各
委
員
会
連
絡
確
認
事
項 

・
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
会
報 

・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会 

・
長
い
目
委
員
会
に
つ
い
て 

                             

【
編
集
後
記
】 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
が
無
く
な

っ
た
の
で
、
会
報
の
写
真
担
当
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
絵
が
提
供
で
き
る
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
同
期
会
の
お
互
い
の
親
睦
が
盛
ん
に
な

り
、
合
同
花
見
等
の
行
事
が
沢
山
あ
れ
ば
、
よ
り

楽
し
い
紙
面
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

松
岡 

  

ｈ．ｓｈｉｍｏｇａｗａ＠ｋｉｎｄ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ 

睦
会
新
春
講
演
会
「
新
春
福
笑
い
」
の
報
告 

睦
会
で
は
毎
年
１
月
初
め
に
、
様
々
な
テ
ー
マ
で

公
開
の
新
春
講
演
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
１
月
７
日(

日)

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ

ン
タ
ー
で
「
新
春
福
笑
い
」
と
題
し
て
、
大
泉
落
語

研
究
会
５
名
の
出
演
に
よ
る
落
語
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
練
馬
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
素
人
の
「
大
泉
落
語

研
究
会
」の
皆
さ
ん
の
、達
者
な
芸
で
大
い
に
笑
い
、

福
を
分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

横
山 

       

★
上
野
・
谷
中
・
千
駄
木
の
歴
史
と
文
学
散
歩 

           

【
定 

例 

行 

事
】 

☆
N

S

N
歌
声
交
流
カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

昔
歌
っ
た
愛
唱
歌
・
童
謡
・
抒
情
歌
を
Ｃ
Ｄ
の
曲
を

ベ
ー
ス
に
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
む
集
ま
り 

(

日
時) 

偶
数
月
第
3
木
曜
日 

14
・
00
～
16
・
00 

(

会
場) 

練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費) 

無
料 

登
録
不
要 

先
着
25

名
様 

(

問
合
せ
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

山
本
☎(

３
９
９
５
）
２
２
１
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
高
野
台
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ 

自
作
の
随
筆
・
時
事
評
論
な
ど
の
発
表
と
懇
談
会 

(

日
時
）
偶
数
月
第
４
火
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円(

当
日
参
加
者
） 

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
の
会 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

 
え
ー
る
３
階 

研
修
室 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
会
得 

(

日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円 

(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

 

                       

【
編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

 

今
年
の
正
月
は
、
元
日
付
の
新
聞
を
三
が
日
の

間
、
全
頁
読
破
し
て
み
た
。
結
果
は
、
カ
タ
カ
ナ

語
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
略
字
が
多
く
あ
り
、
文

脈
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
悔
い
が
残
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
タ
ッ
プ
・
ス
ラ
イ
ド
・
ピ
ン

チ
を
操
る
の
と
は
、
ど
こ
か
違
う
の
だ
。 

A
I/IT

/V
R

/A
R

/IO
A

/IC
O

/C
E
O

/C
F
O

/

C
S

O
/O

A
R

/e
tc

・
・
・
今
か
ら
学
習
で
き
な

い
も
の
か
と
も
考
え
る
が
、
気
力
が
つ
い
て
行
け

な
い
。
こ
の
会
報
を
読
ん
で
、
同
じ
よ
う
な
現
象

が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
り
し
た
が
、
ダ
イ

ジ
ョ
ウ
ブ
だ
。o

ld
 a

g
e

オ
ー
ル
ド
エ
イ
ジ
向
け

に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

一
笑
会 

 

金
澤 

 

谷中の徳川慶喜墓所 
落語会 

葛
城
明
彦
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
文
学
散
歩
を 

楽
し
み
ま
し
ょ
う 

(

日
時)

５
月
６
日
（
日
）
９
・
30
～
14
・
00 

(

集
合)

西
武
池
袋
駅
１
階
東
口
改
札
口
前 

(

講
師)

郷
土
史
家 

葛
城
明
彦
氏 

(

定
員)

先
着
20
名 

(

参
加
費)

テ
キ
ス
ト
代
等
５
０
０
円 

(

申
込)

楽
友
会 

下
河
秀
行 

 

☎
F

A

X(

５
９
９
１
）
２
０
２
１ 

メール 
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